
保
健
看
護
学
、医
科
学
の
２
コ
ー
ス

基
礎
科
目
、専
門
科
目
、専
門
実
習
で
構
成

　
「
災
害
・
被
ば
く
医
療
科
学
共
同
専
攻
」
は
、
保
健
看
護
学
コ
ー

ス
と
医
科
学
コ
ー
ス
の
２
つ
の
コ
ー
ス
か
ら
構
成
さ
れ
、
修
了
後
は

そ
れ
ぞ
れ
看
護
学
修
士
、
医
科
学
修
士
を
取
得
で
き
ま
す
。

　

入
学
後
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
流
れ
は
、下
図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

履
修
す
る
科
目
は
、
１
年
次
は
「
災
害
・
被
ば
く
医
療
科
学
」
を
習

得
す
る
に
当
た
っ
て
不
可
欠
な
「
基
礎
科
目
」
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー

ス
の
専
門
性
を
高
め
る
た
め
の
「
専
門
科
目
」
で
す
。
２
年
次
に
な

る
と
専
門
実
習
を
行
っ
た
後
に
課
題
研
究
で
修
士
論
文
を
作
成
し
、

修
士
号
を
取
得
し
ま
す
。

　

１
年
次
の
保
健
看
護
学
コ
ー
ス
と
医
科
学
コ
ー
ス
の
共
通
の
基
礎

科
目
と
し
て
、
災
害
・
被
ば
く
医
療
科
学
の
基
盤
と
な
る
基
礎
放
射

線
医
科
学
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
、
災
害
医
学
に
関
連

す
る
科
目
群
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
コ
ー
ス
の
専
門
科
目
と

し
て
は
、
保
健
看
護
学
コ
ー
ス
に
お
い
て
は
放
射
線
看
護
学
に
関
連

す
る
専
門
的
知
識
を
習
得
す
る
た
め
の
科
目
群
を
、
医
科
学
コ
ー
ス

に
お
い
て
は
国
際
保
健
学
や
災
害
医
学
に
関
連
す
る
科
目
群
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

２
年
次
に
は
、
こ
う
し
た
座
学
に
加
え
て
、
長
崎
大
学
、
福
島
県

立
医
科
大
学
、
長
崎
大
学
川
内
村
復
興
推
進
拠
点
に
お
け
る
専
門
実

習
を
通
じ
て
、
そ
れ
ま
で
に
習
得
し
た
専
門
知
識
を
活
用
し
、
実
践

で
き
る
力
を
養
う
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
課
題
研
究
に
お

い
て
は
、
そ
う
し
た
知
識
と
実
践
力
を
基
盤
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

大
学
の
教
員
が
個
別
に
体
系
的
な
研
究
指
導
を
行
い
ま
す
。

人
材
育
成
の
バッ
ク
ア
ッ
プ
体
制

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
、Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
な
ど
か
ら
の
教
員
も

　

こ
れ
ら
の
教
育
は
、
被
ば
く
医
療
学
・
放
射
線
リ
ス
ク
学
で
実
績

を
持
つ
長
崎
大
学
、
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
災
害
医
療
分
野
で
の

実
績
と
貴
重
な
経
験
・
教
育
フ
ィ
ー
ル
ド
を
有
す
る
福
島
県
立
医
科

大
学
、
そ
れ
ぞ
れ
で
教
育
実
績
の
あ
る
教
員
が
担
当
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
災
害
・
被
ば
く
医
療
分
野
で
中
心
的
な
役
割
を
担
う
世

界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）、
原
子
力
の
専
門
家
集
団
で
あ
る
国
際
原

子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）、
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）

な
ど
か
ら
も
、
教
員
を
招
聘
し
、
英
語
に
よ
る
教
育
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
共
同
大
学
院
で
は
、
修
了
要
件
で
あ
る
34
単
位
の
う
ち
、

相
手
大
学
か
ら
10
単
位
以
上
を
履
修
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
学
生
は
本
籍
を
置
く
大
学
で
の
講
義
に
加
え
、
テ
レ

ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
相
手
大
学
の
講
義
も
受
講
し
ま
す
。

　

な
お
、
専
門
実
習
に
か
か
る
交
通
費
や
宿
泊
費
は
、
学
生
の
実
費

負
担
を
原
則
と
し
ま
す
が
、
実
習
時
期
を
配
慮
し
、
大
学
の
宿
泊
施

設
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
負
担
を
軽
減

し
ま
す
。

履
修
科
目
は
将
来
の
進
路
に
よ
り

一
人
ひ
と
り
異
な
る

　

共
同
大
学
院
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
基
礎
科
目
12
単
位
の
う
ち
、

必
修
科
目
が
８
単
位
、
選
択
科
目
が
４
単
位
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
専

門
科
目
12
単
位
の
う
ち
、
必
修
科
目
が
４
単
位
、
選
択
必
修
科
目
が

４
単
位
、
選
択
科
目
が
４
単
位
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
専
門
実
習
が
４

単
位
（
す
べ
て
選
択
必
修
科
目
）、
課
題
研
究
が
６
単
位
（
す
べ
て

必
修
科
目
）
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
（
図
1
）。

　

選
択
科
目
と
選
択
必
修
科
目
の
選
び
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
が

目
指
す
進
路
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
保
健
看
護
学
コ
ー
ス

で
は「
被
ば
く
医
療
機
関
看
護
師
」「
原
発
周
辺
自
治
体
保
健
師
」「
国

際
保
健
に
興
味
を
持
つ
看
護
師
」と
い
っ
た
進
路
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
医
科
学
コ
ー
ス
で
は
「
医
療
機
関
・
行
政
機
関
職
員
」「
保

健
関
係
の
行
政
職
員
」
な
ど
が
あ
り
、
履
修
科
目
は
自
ず
と
違
っ
て

き
ま
す
。

　

ど
の
科
目
を
履
修
す
る
か
は
、
入
学
後
に
希
望
調
査
を
経
て
指
導

教
員
と
相
談
し
て
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
「
被
ば

く
医
療
機
関
看
護
師
」
と
「
保
健
関
係
の
行
政
職
員
」
の
２
つ
の
進

路
を
想
定
し
た
履
修
科
目
の

例
を
挙
げ
ま
す
（
図
2
）。

　

こ
の
よ
う
に
学
生
一
人
ひ

と
り
が
自
ら
の
〝
出
口
〟
を

イ
メ
ー
ジ
し
、
自
分
に
必
要

な
こ
と
を
学
べ
る
教
育
体
制

に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
ら
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

通
し
て
、
修
了
生
は
災
害
・

被
ば
く
医
療
科
学
全
般
を
見

渡
せ
る
幅
広
い
知
識
を
持
ち
、
危
急
時
に
そ
の
力
を
発
揮
で
き

る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

共
同
大
学
院
の
カ
リ
キ
ュラ
ム
と
履
修
モ
デ
ル

両
大
学
に
加
え
国
際
機
関
か
ら
も
教
員
を
招
聘

・海外の保健省等
　担当省庁
・博士課程進学
・医療機関
・行政機関
・教育研究機関

修士の学位1年次 2年次

基礎科目（12）

専門科目の選択

1年次夏期 2年次前期

専門科目（12） 専門実習（4） 課題研究（6）

各大学や拠点・施設での
高度な実践活動

修士
論文作成

学生に応じた（日本語/英語）講義 修士審査

国際機関のスタッフを
招聘するなど
専門性の高い
世界水準の教育

災害・被ばく医療科学分野
基礎知識の習得

・博士課程進学
・教育研究機関
・医療機関
・地方自治体

修士
〈医科学〉

修了要件
34単位以上

進路

修士
〈看護学〉

医科学
コース

保健看護学
コース

修士論文テーマ確定
個別研究指導

研究遂行能力を高める

理論と実践の
融合・応用

■被ばく医療機関看護師の想定履修モデル
基礎科目
（12）

必修科目
（8）

基礎放射線医科学（１）
基礎放射線医科学（１）

災害医学概論（１）
リスクコミュニケーション学（１）

救急医学概論（１）
災害看護学概論（１）
研究方法特論（２）

選択科目
（4）

緊急被ばく医療概論（２）
被ばく影響学（２）

専門科目
（12）

必修科目
（4）

放射線看護学（２）
放射線防護学（２）

選択必修科目
（4）

放射線ヘルスプロモーション看護学（２）
臨床放射線看護学（２）

選択科目
（4）

看護理論（２）
看護倫理（２）

専門実習
（4）

選択必修科目
（4）

長崎大川内村実習（２）
福島医大放射線災害医療実習（２）

課題研究
（6）

必修科目
（6）

課題研究（６）

赤 ： 各大学それぞれで開設する科目　青 ： 長崎大学開設科目　緑 ： 福島県立医科大学開設科目
※（　）内は単位数

■保健関係の行政職員の想定履修モデル
基礎科目
（12）

必修科目
（8）

基礎放射線医科学（１）
基礎放射線医科学（１）

災害医学概論（１）
リスクコミュニケーション学（１）

救急医学概論（１）
災害看護学概論（１）
研究方法特論（２）

選択科目
（4）

被ばく影響学（２）
メンタルヘルス概論（２）

専門科目
（12）

必修科目
（4）

放射線看護学（２）
放射線防護学（２）

選択必修科目
（4）

災害医学特論（２）
災害こころの医学（２）

選択科目
（4）

地域医療学（２）
災害地域ヘルスプロモーション学（２）

専門実習
（4）

選択必修科目
（4）

長崎大川内村実習（２）
福島医大放射線災害医療実習（２）

課題研究
（6）

必修科目
（6）

課題研究（６）

赤 ： 各大学それぞれで開設する科目　青 ： 長崎大学開設科目　緑 ： 福島県立医科大学開設科目
※（　）内は単位数

災害・被ばく医療科学共同専攻の履修の流れ

図2　想定履修モデルの例

図1　カリキュラムマップ

赤：各大学それぞれで開設する科目　青：長崎大学開設科目　緑：福島県立医科大学開設科目　※（　）内は単位数

修了要件
（34 単位以上）

医科学コース
〈 修士（医科学）〉

保健看護学コース
〈 修士（看護学）〉

1 年次

基礎科目
（12）

必修科目
（8）

基礎放射線医科学（１）
基礎放射線医科学（１）

救急医学概論（１）
災害医学概論（１）

災害看護学概論（１）
リスクコミュニケーション学（１）

研究方法特論（２）

※医学系非履修者は、自由科目として医学概論（2）を履修する。 

選択科目
（4）

疫学（２）
リスクアセスメント概論（２）

メンタルヘルス概論（２）
緊急被ばく医療概論（２）

被ばく影響学（２）

専門科目
（12）

必修科目
（4）

放射線防護学（２）

社会医学特論（２） 放射線看護学（２）

選択必修
科目

（4）

リスク管理学特論（２）
国際保健学特論（２）

災害こころの医学（２）
災害医学概論（２）

国際被ばく公衆衛生看護学（２）
放射線ヘルスプロモーション看護学（２）

臨床放射線看護学（２）
災害公衆衛生看護学（２）

選択科目
（4）

シミュレーション医療教育学（２）
災害地域ヘルスプロモーション学（２）

救急医学特論（２）
地域医療学（２）

コンサルテーション特論（２）
看護管理学特論（２）

看護教育論（２）
看護理論（２）
看護倫理（２）

国際保健学特論（２）

保健医療社会学特論（２）
国際プロジェクト管理学（２）

専門実習
（4）

選択必修
科目

（4）

長崎大川内村実習（２）
長崎大原爆被爆者医療実習（２）
長崎大放射線看護学実習（２）
福島医大救急医学実習（２）

福島医大放射線災害医療実習（２）

2 年次
課題研究
（6）

必修科目
（6）

課題研究（６） 課題研究（６）

国立大学法人 長崎大学
長崎大学　医歯薬学総合研究科 学務課大学院係
〒 852-8523 長崎市坂本 1 丁目 12 番 4 号
TEL 095-819-7009（受付時間：平日午前 9 時〜午後 5 時）
E-mail :dai_med@ml.nagasaki-u.ac.jp
http://www.nagasaki-u.ac.jp/

公立大学法人 福島県立医科大学
福島県立医科大学　教育研修支援課 医学部教務係
〒 960-1295 福島県福島市光が丘 1 番地
TEL 024-547-1095（受付時間：平日午前 9 時〜午後 5 時）
E-mail :gakuseik@fmu.ac.jp
http://www.fmu.ac.jp/

お問い合わせ
入学を希望する各大学へお問い合わせください。

1819


